
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

平成22年度～

平成35年度

平成22年度～

平成32年度

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

老朽管延長（上水道） 32.7km H17 30.2km H20 8.4㎞ H25 4.5ｋｍ H26

老朽管延長（簡易水道） 46.4km H17 43.2km H20 19.5㎞ H25 14.5ｋｍ H26

汚水処理施設の普及を進めます 水洗化普及率 47.5％ H17 56％ H20 65.9% H25 74.1% H26

内水（浸水処理）対策を進めます 新規 － 49.7％ H20 H25 H26

なし

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1

2

3

3　水洗化の推進 1

2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

５．歳出抑制の考え方について

施策評価調書（内部評価結果）
34

政策名 Ⅵ うるおい安全都市 所管部局 所管部局長の氏名

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間 備考

施策名 ⑥ 上下水道の整備
建設部 中西 和義

上下水道部 川戸 孝和

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか 関連する施策方針

京丹後市水道事業基本計画
平成29年に予定している上水道事業と簡易水道事業の経営統合を見据えて事業の現状分析を行い、安定給水に資する施
設整備計画及び収支計画を策定した。

平成22年3月 平成26年3月（見直し）

京丹後市水洗化計画
効率的な事業の推進と公共用水域の水質保全、更には生活環境の改善を目的として平成18年9月に策定した「市水洗化計
画」について、人口の減少、財政状況、国が定める経済比較に使用する費用関数と耐用年数の見直し、住民の意向を考慮
した処理区の設定、水洗化普及率の早期向上等を踏まえ、新たな計画を策定した。

平成22年3月

1 水道施設の老朽化が進んでいることから 計画的な施設更新や修繕の実施により 水道水の安定給水を確保する
1 地域水道ビジョンの策定

2 水道施設の統合整備

2
公共用水域の水質汚濁が問題となっており、ま
た、生活環境の改善が課題となっていることから

汚水処理施設の整備及び水洗化の普及を進める
ことにより

快適な市民生活の実現と公共用水域の水質保全
を図る。

3 水洗化の推進

4 下水道整備事業の推進および都市下水路の整備促進

3
網野浅茂川地区の市街地において豪雨時に家
屋浸水被害が発生していることから

河川改修事業に併せて内水処理施設を整備する
ことにより

道路冠水及び家屋浸水被害の低減を図る。 4 下水道整備事業の推進および都市下水路の整備促進

目標

年度 年度 （現状） 年度 （H26） 年度

総合
計画

めざす目標 指標名
総合計画作成時 後期基本計画作成時 直近年度実績値

安全でおいしい水を安定給水します

63.30%63.30%網野町網野・浅茂川地区（203.6ha）の浸水対策達成率

目標
年度 （現状） 年度 年度

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考 計画策定時
直近年度実績値

（一般財源） 数値 説明
事業
種別

対象
実施
手法

関与必要性事務事業 H25決算額施策方針

予算額（単位：千円） 事務事業の概要 施策評価結果

H26予算額 根拠
法令

財政
負担

単独
事業

今後の
方向性事業内容（実績） 担当課

施策
目的

施 策
貢献度

簡易水道事業2　水道施設の統合
整備

1　地域水道ビジョン
の策定

S
現状維

持簡易水道給水地域へ安定的に水道水を供給(水道施設の整備、改良、維持管理等) (236,876)
施設
整備

市民 直・委 7
生活維持

確保
1

水道整備課 744,498    983,937    国規
定

国・
一部

含む

簡易水道事業【明許繰越】
S

現状維
持簡易水道給水地域へ安定的に水道水を供給(水道施設の整備、改良) (1,590)

施設
整備

市民 直・委 7
生活維持

確保
1

水道整備課 64,568     278,424    国規
定

国・
一部

含む

水道事業
S

現状維
持上水道給水区域へ安定的に水道水を供給(水道施設の整備、改良、維持管理等) (393,670)

維持
管理

市民 直・委 7
生活維持

確保
1

水道整備課 234,933    523,796    国規
定

単費 ○

水洗化推進支援事業
S

現状維
持市内業者利用による下水道接続に係る排水設備工事費に補助金交付(上限額5万円（高齢者世帯20万円）、交付件数266件) (28,400)

サー
ビス

市民 補 4
民間補完
福祉増進

2
普及推進・料金課 22,481     28,400     市規

定
単費 ○

公共下水道事業（下水道啓発事業）
A

現状維
持普及推進員(2人)の設置による戸別訪問(面談1,980件、ｱﾝｹｰﾄ回収138件) -

サー
ビス

市民 直・補 7
生活維持

確保
2

普及推進・料金課 4,577       5,015       市規
定

単費 ○

S
現状維

持網野町浅茂川地区の浸水対策(雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ場1か所の実施設計 (12,839)
－ － － － － 3

土木課 16,806     346,839    
義務

国・
一部

含む
内水処理対策事業

内水処理対策事業【明許繰越】

4　下水道整備事業
の推進および都市下
水路の整備促進

S
現状維

持網野町浅茂川地区の浸水対策(雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ場2か所の実施設計） (3,600)
－ － － － － 3

土木課 29,510     145,400    
義務

国・
一部

-

都市下水路維持整備事業
A 拡大

峰山・網野都市下水路(風呂川・小栓川)のポンプ施設等の維持管理 (15,988)
－ － － － － 3

都市計画・建築住宅課 17,679     16,988     
義務 単費 ○

都市下水路維持整備事業【明許繰越】

平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 (7,560)
平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

都市計画・建築住宅課 -             7,560       

浄化槽設置整備事業
A 縮小

個人が設置する浄化槽設置に対して補助金交付(5人槽1基、7人槽8基、72人槽1基) (1,545)
サー
ビス

市民 補・負 7
生活維持

確保
2

下水道整備課 6,423       4,405       国規
定

国・
一部

-

集落排水事業
S

現状維
持既存施設の維持管理及び処理場・管渠整備等を実施 (108,327)

施設
整備

市民 直・委 7
生活維持

確保
2

下水道整備課 123,446    108,327    国規
定

単費 ○

集落排水事業【明許繰越】
S 縮小

公共下水道も含めた処理場集約化の検討を実施 -
施設
整備

市民 直・委 7
生活維持

確保
2

下水道整備課 499          -             国規
定

単費 ○

公共下水道事業
S

現状維
持既存施設の維持管理及び処理場・管渠整備等を実施 (361,587)

施設
整備

市民 直・委 7
生活維持

確保
2

下水道整備課 732,260    1,429,387 国規
定

国・
一部

-

公共下水道事業【明許繰越】
S 縮小

既存施設の維持管理及び処理場・管渠整備等を実施 (190)
施設
整備

市民 直・委 7
生活維持

確保
2

下水道整備課 473,107    646,167    国規
定

国・
一部

-

浄化槽整備事業

2
公共下水道整備事業の早期完了及び早期接続推進に努め、浄化槽設置補助金・水洗化推進補助金の縮
減を図る。

S
現状維

持個別処理区域における浄化槽管理(1,023基)、公設の浄化槽整備(92基設置) (93,510)
施設
整備

市民 直・委 7
生活維持

確保
2

下水道整備課 183,487    202,583    国規
定

国・
一部

-

一般財源抑制見込額
（単位：千円）

期間中の費用の
縮減は見込めな
い。

補完・代替措置などがある場合は、その内容

施策における歳出抑
制の考え方

No.
歳出抑制の考え方

（平成27～29年度までの3か年で取り組む歳出抑制）

地域水道ビジョンで策定を求められている現状分析及び整備計画等は平成21年度に策
定した京丹後市水道事業基本計画で策定済み。平成25年度で策定した基本計画で一
部見直しを実施、その他平成26年度で策定予定の経営計画において見直し予定。

1
平成29年度からの上水道と簡易水道との経営統合を見据え、収支改善による安定給水の継続のため、施設
の統廃合、施設効率の向上等により費用縮減を図る。

18,936千円

計
2,654,274 4,727,228 

(1,265,682)

ＡＣＴ 

ＤＯ ＣＨＥＣＫ 

ＰＬＡＮ 
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Ⅵ ⑥

① ②

　平成25年度末現在、給水人口24,617人、年間総有収水量2,709,005㎥（2.2％減）

となった。

○施設維持管理（水道水を作り各家庭等へ届けるための費用） 千円

・浄水場の運転や管理など水道水を作るための費用 千円

・配水池や配水管の管理など水道水を届けるための費用 千円

○改良事業（施設の改良にかかる費用） 千円

　和田野第2浄水場ろ過機操作盤取替工事 千円

　道路改良等に伴う配水管等の移設・布設替等工事　L=866.3m 千円

　等楽寺災害関連水道管仮設工事　L=24.7m 千円

○統合事業（施設の統合にかかる費用） 千円

　(1)久美浜北部簡易水道統合事業 千円

　神野浄水場取水ポンプ施設改良設計業務委託料

　湊導水管布設に伴う舗装復旧工事　A=3,357.3㎡

　(2)久美浜西部簡易水道統合事業 千円

　三谷・河内測量業務委託料

　神谷浄水場新設工事に伴う現場監理及び出来高管理業務委託料

　神谷浄水場新設に伴う中央監視設備機能改良業務委託料

　神谷浄水場新設工事

　神谷・河梨地区水道管布設及び導水管仮設工事　L=3,601.4m

　甲山浄水場施設改良及び生物ろ過機新設工事

　(3)上記事業の執行に伴う費用（事務費等） 千円

（参考）当初予算額

事 業 名 簡易水道事業

予 算 科 目 02施設費 簡易水道事業特別会計

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

744,498千円 1,023,705千円 279,207千円 72.7 % 1,087,030千円

2,019

目
的

　簡易水道給水地域に、安全安心な水道水を安定的に供給する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

460,508

37,043

24,223

25,933

2,270

220,620

183,577

37,128

8,925

486,750

主
な
財
源

国補 久美浜北部・西部簡易水道統合事業費補助金（1/4～1/3） 151,329千円

市債 簡易水道事業債 368,700千円

事 業 所 管 課 上下水道部／水道整備課

諸収入 国・府道改良工事に係る府移転補償金 541千円

繰入金 一般会計繰入金 83,271千円

使用料 水道使用料 137,700千円

評
価
・
課
題
等

○簡易水道施設の整備、維持管理を行ったことにより、簡易水道給水地域に安全安心な水道水を
安定的に供給することができた。
○水道料金収入が減少しているので、施設の統合や維持管理費の節減により、コスト削減に努め
ていく必要がある。

分担金 新規加入分担金 2,957千円
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Ⅵ ⑥

① ②

　平成25年度末現在、給水人口24,617人、年間総有収水量2,709,005㎥（2.2％減）

となった。

○改良事業（施設の改良にかかる費用） 千円

　府鳥取川河川改修に伴う配水管移設工事　L=110.4m 千円

○統合事業（施設の統合にかかる費用） 千円

　久美浜北部簡易水道整備に伴う中央監視等改良業務委託料 千円

　湊第8水源築造工事 千円

　湊第8水源電気計装工事 千円

（参考）当初予算額

事 業 名 簡易水道事業【明許繰越】

予 算 科 目 02施設費 簡易水道事業特別会計

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

64,568千円 114,792千円 50,224千円 56.2 % 114,792千円

目
的

　簡易水道給水地域に、安全安心な水道水を安定的に供給する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 久美浜北部簡易水道統合事業費補助金（1/4） 7,030千円

市債 簡易水道事業債 54,500千円

9,794

9,794

28,557

54,774

5,250

20,967

諸収入 河川改良工事に係る水道管移設工事補償金 2,735千円

前年度繰越金（繰越事業等充当財源） 303千円

評
価
・
課
題
等

○簡易水道施設の整備、維持管理を行ったことにより、簡易水道給水地域に安全安心な水道水を
安定的に供給することができた。
○水道料金収入が減少しているので、施設の統合や維持管理費の節減により、コスト削減に努め
ていく必要がある。

事 業 所 管 課 上下水道部／水道整備課

- 3 -



Ⅵ ⑥

① ②

○水道水を作り各家庭へ送るための費用

・浄水場の運転や管理など水道水を作るための費用

・配水池や配水管の管理など水道水を各家庭へ届けるための費用

○浄水場の改良工事や配水管の新設・布設替の工事費等

・上水道統合事業

善王寺浄水場取水施設用地設計

・老朽管布設替等事業

老朽管（石綿管）年度末延長：8.4km（前年度比1.5km、15.1%減）

・水道事業第3次基本計画策定業務委託等

（参考）当初予算額

事 業 名 水道事業

予 算 科 目 水道事業会計

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

234,933千円 625,817千円 390,884千円 37.5 % 701,341千円

55,810千円

目
的

　上水道給水区域に、安全安心な水道水を安定的に供給する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　平成25年度末現在給水人口 30,451人、年間総有収水量 3,343,722m3（1.2％減）と
なった。

179,123千円

155,780千円

23,343千円

5,250千円

29,427千円

21,133千円

2,600千円

繰入金 一般会計出資金 2,600千円

繰入金 消火栓維持管理等負担金 6,815千円

事 業 所 管 課 上下水道部／水道整備課

諸収入 配水管移設補償金 1,919千円

分担金 加入金 8,459千円

使用料 水道使用料 212,540千円

評
価
・
課
題
等

○上水道と簡易水道の経営統合を見据えた施設の統合整備、災害に対応できる施設の更新及び給
水人口の減少に対応して継続できる水道事業の構築を目的とする第3次京丹後市水道事業基本計
画を策定した。
○老朽管の更新が進んだことにより、安全安心な水道水が安定供給できるようになった。
○水道料金収入が減少しているので、施設の統合や維持管理費の節減により、コスト削減に努め
ていく必要がある。

主
な
財
源

市債 企業債
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Ⅵ ⑥

① ②

平成25年度　補助金交付実績 （単位：件）

交付件数 補助金額 補助総額

平成22年度以前分 件 × 千円 ＝ 千円

平成23年度以降分

一般世帯等 件 × 千円 ＝ 千円

高齢者世帯 件 × 千円 ＝ 千円

上限額以内の工事（高齢者） 1 件 × 千円 ＝ 千円

合　　計 件 千円

87 31 0 51

7

121

22,481

10,100

61 12,200

202

266

　公共下水道事業、集落排水事業及び市設置型浄化槽整備事業の区域内の既存住宅
において市内指定業者を利用して新規排水設備工事を行った者に対して、その工事
費用の一部を補助した。

30

50

200

121

266

60

合　計 97

27 87

弥　栄 7

久美浜 36 24

2

12

評
価
・
課
題
等

○平成25年度の補助金交付件数は266件であったが、補助対象に該当する接続工事は前年度よ
り36件増え301件となっており、補助制度は一定の効果があった。
○下水道等への新規接続工事には、高額な費用が掛かり、接続推進のアンケートにおいても、補
助制度の充実・拡大等の要望が多く寄せられており、平成25年度から制度の拡充を図った。今
後も制度の周知を行い接続率の向上に向けて努めていく必要がある。

事 業 所 管 課 上下水道部／普及推進・料金課

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（水洗化推進支援事業） 10,000千円

11 6 17

網　野 38

71峰　山 59

10 4 52

大　宮

22,481千円 22,481千円 0千円 100.0 % 29,500千円

集 落 排 水
浄化槽 合 計

公 共

目
的

　既存住宅において新規排水設備工事を行った者に対して補助金を交付することにより、既
存住宅の水洗化の促進及び地域経済の活性化を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

公 共 下 水 道

特 環 農 排 漁 排

30 2 32

丹　後

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率 （参考）当初予算額

予 算 科 目 04衛生費 01保健衛生費 07環境衛生費 14水洗化推進支援事業

細 事 業 名 水洗化推進支援事業 決算書 Ｐ.180
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Ⅵ ⑥

① ②

○ 普及推進員

・普及推進員報酬（2人×12か月） 3,712千円

・社会保険料、雇用保険料（2人×12か月） 508千円

・費用弁償（1人×12か月） 69千円

・燃料費等 173千円

・保険料等（自動車損害保険料　2台） 40千円

・自動車借上料（普及推進用　2台×12か月） 508千円

＜活動実績＞

訪問件数： 3,665件（内 面談：1,980件、アンケート回収：138件）

訪問地区： 公共下水道区域（峰山･網野）

特定環境保全公共下水道区域（大宮･網野･丹後･久美浜）

○ 下水道接続推進事業利子補給金

・下水道接続推進事業利子補給金 107千円

（公共下水道区域 3件、特定環境保全公共下水道区域 6件）

事 業 所 管 課 上下水道部／普及推進・料金課

評
価
・
課
題
等

○普及推進員の戸別訪問により、下水道に対する理解が深められたとともに、下水道等への接続
促進が図られた。
○利子補給金により借入金の利子の一部を補給することで、経済的な理由で下水道等への接続が
困難な方の負担を軽減し、下水道等への接続促進に寄与することができた。
○下水道等への接続率向上に向け、下水道接続の目的や各制度の周知を行う必要がある。

目
的

　下水道事業の普及とそれに対する市民の理解を深めることにより円滑な事業運営を確保す
る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　供用開始区域内の下水道未接続世帯に対し戸別訪問を行い、下水道等の必要性を訴え
るなど早期接続の啓発を行うとともに、下水道事業に対するアンケート調査を行った。

　既存住宅において新規排水設備工事を行い、その工事費の支払いのために金融機関か
ら融資を受けた者に対し、支払利子の全額を利子補給金として交付した。

5,015千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率 （参考）当初予算額

4,577千円 4,703千円 126千円 97.3 %

計画項目 上下水道の整備

予 算 科 目 01総務費 01総務管理費 01一般管理費 公共下水道事業特別会計

事 業 名 公共下水道事業（下水道啓発事業）

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市
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Ⅵ ⑥

① ②

○委託料

実施設計：内ヶ森第1雨水ポンプ場（土木施設）

○事務費

普通旅費、消耗品費、燃料費、印刷機借上料

■平成26年度への繰越事業

・内ヶ森第1雨水ポンプ場建設工事委託 平成27年3月完成予定

目
的

　網野町浅茂川地区において、社会資本整備総合交付金を活用し、公共下水道浸水対策事業
を実施することにより、内水による浸水被害の発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

○実施設計を行うことにより、施設整備に向けた準備を整えることができた。
○事業実施地区の上流域である網野地区においても浸水被害が発生しているため、早期に被害の
軽減を図るため、事業計画を作成し、被害軽減に努める必要がある。

主
な
財
源

国補 浸水対策下水道事業費補助金（5/10） 8,000千円

　網野町浅茂川地区の浸水対策として、内ヶ森第1雨水ポンプ場の実施設計を日本
下水道事業団へ委託して実施した。

16,000千円

806千円

参　考
繰越明許費を除いた最終予算額 16,857千円

実質的な予算執行率 99.6 %

145,400千円

市債 都市下水路整備事業債（合併特例債） 8,300千円

16,806千円 162,257千円 145,451千円 10.3 % 116,857千円

執 行 率

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

（参考）当初予算額決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

細 事 業 名 内水処理対策事業 決算書 Ｐ.274

予 算 科 目 08土木費 04都市計画費 02都市下水路費 02内水処理対策事業
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01

Ⅵ ⑥

① ②

○委託料

・内ヶ森第1雨水ポンプ場実施設計

ポンプ棟施設、機械・電気施設

予 算 科 目 08土木費 04都市計画費 02都市下水路費 02内水処理対策事業

（参考）繰越予算額

細 事 業 名 内水処理対策事業（繰越） 決算書 Ｐ.274

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

29,510千円 30,000千円 490千円 98.3 % 30,000千円

目
的

　網野町浅茂川地区において、社会資本整備総合交付金を活用し、公共下水道浸水対策事業
を実施することにより、内水による浸水被害の発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 浸水対策下水道事業費補助金（5/10） 14,000千円

市債 都市下水路整備事業債（合併特例債） 14,700千円

　平成24年度から繰越した雨水ポンプ場の実施設計を日本下水道事業団へ委託して
実施した。

29,510千円

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

○実施設計を行うことにより、施設整備に向けた準備を整えることができた。
○工事を早期に着手し、内水による浸水被害を未然に防止する必要がある。
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Ⅵ ⑥

① ②

○網野都市下水路ポンプ施設光熱費 4,519千円

○網野都市下水路ポンプ施設等修繕料 2,345千円

○網野都市下水路ポンプ施設警報装置通信料等 196千円

○委託料 7,707千円

網野都市下水路草刈業務 167千円

網野都市下水路自家用電気工作物保安管理業務 559千円

ポンプ施設情報配信サービス業務 69千円

網野都市下水路機械設備等点検業務 2,153千円

網野都市下水路堆積土除去業務 3,843千円

浅茂川ポンプ場制御プログラム設定変更業務 893千円

ごみ撤去委託料（風呂川・小栓川） 23千円

○網野都市下水路（小栓川）用地賃借料 10千円

○工事請負費 2,650千円

風呂川維持工事、小栓川維持工事

○浅茂川ポンプ場遠隔監視システム用パソコン購入（1台） 252千円

■平成26年度への繰越事業

・都市下水路排水ポンプ更新工事 平成26年6月完成

細 事 業 名 都市下水路維持整備事業 決算書 Ｐ.274

予 算 科 目 08土木費 04都市計画費 02都市下水路費 01都市下水路維持整備事業

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目

　峰山・網野都市下水路施設の維持管理を行い、住宅等への浸水被害を低減する。

17,679千円

（参考）当初予算額

上下水道の整備

18,972千円

執 行 率

69.8 %

決 算 額

7,617千円

最 終 予 算 額

25,296千円

(②－①)不 用 額

事 業 所 管 課 建設部／都市計画・建築住宅課

○施設を適切に維持管理することにより、浸水被害の低減に寄与することができた。
○網野都市下水路全般において塩害による劣化が散見されるため、計画的な修繕を行う必要があ
る。

主
な
財
源

使用料 都市下水路占用料

評
価
・
課
題
等

117千円

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

参　考
繰越明許費を除いた最終予算額 17,736千円

実質的な予算執行率 99.6 %

7,560千円

　網野都市下水路ポンプ施設等の修繕及び点検を実施するとともに、峰山・網野都
市下水路（風呂川・小栓川）の護岸維持工事を実施した。

- 9 -



01

Ⅵ ⑥

① ②

○浄化槽設置整備事業費補助金

浄化槽設置整備事業費補助金 （単位：千円）

○京都府浄化槽推進協議会会費及び負担金

○京都府浄化槽推進協議会総会への出席にかかる普通旅費

事 業 所 管 課 上下水道部／下水道整備課

5人槽 1基 352 352

2,429

計 10基

評
価
・
課
題
等

○集合処理施設が未整備な区域において、個人が設置する浄化槽設置整備事業に対して補助金を
交付したことで、公共用水域の水質保全と生活環境の改善が図れた。
○公共用水域の水質保全と生活環境の一層の改善のためには、集合処理施設の整備区域となるま
での間、個人の浄化槽設置による水洗化を推進する必要がある。

目
的

　個人が設置する浄化槽設置整備事業に対して補助金を交付し、公共用水域の水質保全と生
活環境の改善を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 循環型社会形成推進交付金（1/3） 255千円

府補

6,309

91千円

１基あたり補助額 補助総額

23千円

7人槽

浄化槽設置整備事業費補助金（1/3） 1,293千円

6,309千円

人　槽 設置数

8基 441 3,528

72人槽 1基 2,429

6,423千円 6,434千円 11千円 99.8 % 5,649千円

執 行 率

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

（参考）当初予算額決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

細 事 業 名 浄化槽設置整備事業 決算書 Ｐ.178

予 算 科 目 04衛生費 01保健衛生費 07環境衛生費 02浄化槽設置整備事業
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Ⅵ ⑥

① ②

○処理施設管理費 71,067千円

処理施設9か所の維持管理経費

○管渠管理費 24,379千円

マンホールポンプ105基、管渠の維持管理経費

○管渠整備事業 28,000千円

下水道管渠布設（三重・井辺）　　55ｍ

鳥取川河川改修及び市野々橋道路改良にともなう下水道管渠移設（府補償工事）　　

公共汚水ます設置工事　　5か所

和田野地区ユニットポンプ設置工事　　1基

（参考）当初予算額

事 業 名 集落排水事業

予 算 科 目 集落排水事業特別会計

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

123,446千円 128,389千円 4,943千円 96.1 % 147,124千円

目
的

　集落排水事業を推進するともに、施設の適正な維持管理を行うことで、公共用水域の水質
保全と生活環境の改善を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

諸収入 下水道管移設工事補償金（京都府より） 13,900千円

市債 農業集落排水事業債 10,900千円

評
価
・
課
題
等

 
○集落排水施設の整備と維持管理により、公共用水域の水質保全と生活環境の改善が図られた。
　
○年度末における接続率は昨年度から若干向上したが（81.6％→83.5％）、更なる接続率の向
上に努める必要がある。

事 業 所 管 課 上下水道部／下水道整備課
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Ⅵ ⑥

① ②

○施設整備事業

汚水処理基本構想検討業務委託料 499千円

事 業 所 管 課 上下水道部／下水道整備課

評
価
・
課
題
等

　汚水処理基本構想により、汚水処理施設の今後の方向性を示すことができた。

目
的

　集落排水事業を推進するともに、施設の適正な維持管理を行うことで、公共用水域の水質
保全と生活環境の改善を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

（参考）当初予算額

499千円 499千円 0千円 100.0 % 499千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

事 業 名 集落排水事業【明許繰越】

予 算 科 目 集落排水事業特別会計
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Ⅵ ⑥

① ②

○処理場管理費 216,694千円

処理場5か所の維持管理経費

（峰山・大宮、網野、橘、丹後、久美浜浄化センター）

○ポンプ場管理費 34,040千円

ポンプ場７か所の維持管理経費

（峰山・大宮第1・3、久美浜第1・2・3・5・6汚水中継ポンプ場）

○管渠管理費 55,498千円

マンホールポンプ132基の維持管理経費

○施設建設費 426,028千円

［公共］

処理場（峰山・大宮浄化センターの長寿命化計画策定調査に向けた

再構築基本設計業務）

下水道管渠（峰山、網野）938m、マンホールポンプ設置1基、

公共汚水ます設置18件、水道補償工事一式

管渠測量・耐震診断・接続意向調査・工損調査・試掘調査業務（峰山、網野）

［特環］

処理場（橘、久美浜浄化センターの長寿命化計画策定調査に向けた

再構築基本設計業務）

下水道管渠（大宮）44m、マンホールポンプ設置1基、

公共汚水ます設置17件、水道補償工事一式

耐震診断・接続意向調査・資機材特別単価調査業務（大宮）

（参考）当初予算額

事 業 名 公共下水道事業

予 算 科 目 公共下水道事業特別会計

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

732,260千円 1,382,046千円 649,786千円 52.9 % 1,376,491千円

目
的

　公共下水道事業を推進するとともに、施設の適正な維持管理を行うことで、公共用水域の
水質保全と生活環境の改善を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（1/2） 163,882千円

市債 公共下水道事業債 153,200千円

市債 特定環境下水道事業債 38,100千円

評
価
・
課
題
等

○下水道施設の整備と維持管理により、公共用水域の水質保全と生活環境の改善が図られた。
○平成32年度の早期水洗化事業完了に向けて下水道整備を行っているところであり、平成25年
度末における公共下水道区域内の普及率が、平成24年度末の69.2％から71.1％へと向上し
た。
○接続率は50.9％と依然として低く、引き続き接続推進に努めていく必要がある。

事 業 所 管 課 上下水道部／下水道整備課
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Ⅵ ⑥

① ②

○施設建設費 473,107千円

［公共］

処理場（処理場の集約化に向けた検討業務、

峰山・大宮浄化センター監視制御装置改築にかかる実施設計・建設工事委託）

下水道管渠（峰山、網野）3,996m

水道補償工事一式

管渠測量・設計・土質調査業務（峰山、網野）

［特環］

下水道管渠（大宮）204m、公共汚水ます設置1件

水道補償工事一式

管渠測量・設計・土質調査業務（大宮）

（参考）当初予算額

事 業 名 公共下水道事業【明許繰越】

予 算 科 目 公共下水道事業特別会計

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

473,107千円 495,101千円 21,994千円 95.5 % 495,101千円

目
的

　公共下水道事業を推進するとともに、施設の適正な維持管理を行うことで、公共用水域の
水質保全と生活環境の改善を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（1/2） 187,446千円

市債 公共下水道事業債 242,100千円

市債 特定環境下水道事業債 41,000千円

評
価
・
課
題
等

○下水道施設の整備と維持管理により、公共用水域の水質保全と生活環境の改善が図られた。
○平成32年度の早期水洗化事業完了に向けて下水道整備を行っているところであり、平成25年
度末における公共下水道区域内の普及率が、平成24年度末の69.2％から71.1％へと向上し
た。
○接続率は50.9％と依然として低く、引き続き接続推進に努めていく必要がある。

事 業 所 管 課 上下水道部／下水道整備課
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Ⅵ ⑥

① ②

○浄化槽管理費 千円

浄化槽修繕、ブロワー取替・修繕、汚水量認定用メーター設置工事等

7条検査手数料　92基分、11条検査手数料　854基分

浄化槽管理委託料、汚泥引抜委託料

○浄化槽設置費 千円

計 92基

7人槽 60基

10人槽 5基

16人槽 1基

事 業 名 浄化槽整備事業

（参考）当初予算額

183,487千円 183,691千円

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 上下水道の整備

204千円 99.8 % 183,529千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額

予 算 科 目 02施設費 浄化槽整備事業特別会計

目
的

　市設置浄化槽整備事業を推進するとともに、施設の適正な維持管理を行うことで、公共用
水域の水質保全と生活環境の改善を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

108基

網野 56基

丹後 171基

79,621

町　域 管理基数

峰山 134基

弥栄 54基

久美浜

(②－①) 執 行 率

大宮

500基

計 1,023基

103,866

人　槽 設置基数

5人槽 26基

評
価
・
課
題
等

○浄化槽施設の整備と維持管理により、公共用水域の水質保全と生活環境の改善が図られた。
○年度末の水洗化率が33.0％から35.0％へと向上したものの、集合処理区域の接続率に比べて
低いことから、更なる浄化槽設置の推進に努めていく必要がある。
○急な新築や改築などにより、やむを得ず自己資金にて浄化槽設置される事例がある。制度をよ
り周知するための広報の方法について検討する必要がある。

事 業 所 管 課 上下水道部／下水道整備課

主
な
財
源

国補 循環型社会形成推進交付金（1/3） 18,165千円

市債 浄化槽整備事業債 84,500千円
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